
ポータルサイト

2023年10月10日

さんだ里山スマートシティセミナー2023 Autumn

三田市（スマートシティ推進課）

利便性を実感できるさんだ里山スマートシティの実現を目指して
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神戸三宮から約40分～

大阪梅田から約40分～

三田市（さんだし）の紹介（地理・地域）

３つの特徴ある地域・エリア

東西南北へアクセスしやすい

“人や物が行き来する場所“
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• 大規模なニュータウンの宅地開発で人口約3万人から約11万人に増加

• 近年は人口減少が減少している ※2023年8月末現在、人口107,494人（対前月末比▲83人）

• 今後、急速に高齢化が進む

三田市（さんだし）の紹介（人口減少と高齢化）

引用元：さんだ里山スマートシティ構想より 引用元：さんだ里山スマートシティ構想より
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• 2020年10月 スマートシティに取り組む旨を公表（市長定例記者会見）

• コロナ禍及びポストコロナ時代を見据え、本市へ新しいひとの流れを作り出す。

• デジタル活用による産業・就労機会の創出、暮らしやすい環境の整備 ➡ 人・企業を惹きつけるような魅力的なまち・三田

• 2021年3月 基本的な方向性を公表（官民共創や市民参加など）

• 「様々な課題」×「三田の特徴」×「デジタル」➡「スマートシティ」

• 2021年3月 官民共創プラットフォームの設置

• 市内外の企業や団体等の参加

• 2021年10月 アンケート調査

• 18歳以上の市民3,000人を対象（回答率53.0%）

• 2021年11月 ワークショップ開催

• 15歳以上の市内在住・在勤・在学者（現地：42名）

• YouTubeでライブ配信（オンライン：12名）

• スマートシティアドバイザーやプラットフォーム会員の計4名が登壇

• 令和3年4月～令和4年1月 インターネットを活用したアイデア募集

• オンラインフォームでアイデア募集（のべ21人のアイデア）

三田市のスマートシティ・デジタル推進の経過

ワークショップの様子

インターネットを活用したアイデア募集

スマートシティの始まり

スマートシティ構想の策定へ
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• デジタルを活用しながら「市民一人ひとりが幸せを実感し
ながら住み続けられるまち三田」を目指す

さんだ里山スマートシティ構想を策定

• 総合計画に基づく個別計画や各施策の取組み等に対して、
スマートシティ・デジタルの要素を取り入れ、分野を超え
た横断的な取組み（＝庁内横断的な取り組み、横の連携）
を推進する指針・考え方として位置付け

さんだ里山スマートシティ構想資料等はこちら

https://www.city.sanda.lg.jp/shisei_joho/1/19986.html Access ➡

構想の位置づけイメージ図

さんだ里山スマートシティ構想の概要
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• 企業や団体と連携しながらスマホ操作を学ぶことのできる企画を実施

• 主な連携先（ア・ティー・エックス、NTTドコモ、KDDI、ソフトバンク、兵庫県、コネクト、宝塚NPOセンター）

スマートフォンの操作を学ぶ（デジタル活用サポート）

はじめて触るスマホ教室（2021年～）

初心者 初心者・中級者 上級者

世代をつなぐスマホ活用サポート相談会（2022年） スマホサポーター養成講座（2022年～）
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• 子どもの保護者の利便性向上と保育士や保育教諭等の職員の負担軽減のためにICTを積極的に導入

• スマートフォンやタブレット端末を使うことで子どもの登降園管理や出欠連絡などをデジタル化

子育て分野におけるICTの活用

市立認定こども園みつば幼稚園のデジタル化のイメージ

放課後児童クラブ

2022年度～

病児保育室
ふらっと
クローバー

2022年度～

市立三田保育所

2023年度～
【準備中】

(仮称)
市立認定こども園
みつば幼稚園

2023年度～
【準備中】

市立幼稚園の統廃合

通園バスの運用開始

位置情報を可視化
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• 高齢化の進展による移動ニーズの多様化と運転手の担い手不足などへの対応

• 主な連携先（神姫バス、先進モビリティ、住友電気工業、住友電工システムソリューション、日本ペイント・インダストリア
ルコーティングス、NTTコミュニケーションズ、NTTドコモ、日本工営など）

• 2020年からスタート（2023年度で3回目）

• 2023年度は新たな技術検証のほか、初めて乗車料金を設定

• 親子向けの体験会やパネル展示を企画 ➡ 社会的な受容へ段階を追って実施

デジタルを活用しながら交通網を整備（中型自動運転バス実証実験）

Access ➡
2023年10月17日から11月26日まで実証

2022年度中型自動運転バス実証実験の車体 2023年度実証実験の走行ルート

親子で自動運転バス体験会のチラシ
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• 自動車保険契約者の自動車走行データから振動や加速度、位置情報などのデータを収集

• データの統計加工を施した上で「路面異常の推定箇所」を地図上に可視化 ➡ 三田市道路パトロールが現地調査・効果検証

• 連携先（あいおいニッセイ同和損害保険）

• 企業は新しいサービス開発を検証、三田市は業務の効率化につながるか検証

民間企業のデータを活用（自動車走行データを活用した路面状況把握実証実験）

自動車走行データを活用した路面状況把握のイメージ図
タグの自動車への搭載イメージ

データに基づく現地確認の様子

Access ➡

最近新聞にも大きく
取り上げられました
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• 神戸大学大学院システム情報学研究科と連携（＝PBL授業で大学院生が三田の課題解決のためにアプリ開発）

• 授業終了後も継続して開発 ➡ 市民等に提供（大学の研究費等を活用）

• 2021年度：Webアプリ版「さんだ親子防災ノート」

• 2021年度：SANTA CITY まちあるきゲーム「モイ！SANTA QUEST」➡ 2022年度：さんだまち歩きアプリ（GPS×クイズでポイント）

• 2022年度：三田わくわくアプリ「こうみんすごろく」➡ 2023年度のワークショップで活用予定

ゼロカーボンチャレンジアプリ ➡ 2023年7月～9月で市民等を対象に公開

• 貯まったポイントに応じて景品の申し込みが可能なアプリもあり、市内の企業等からの協賛品などを募った。

• 主な参画企業など

• 神戸大学大学院システム情報学研究科、コスモス食品、神姫バス、三菱マテリアル、ネッツトヨタ神戸ネッツテラス新三田など

学生との連携による課題解決に向けた概念実証（神戸大学との連携によるアプリ開発）

さんだまち歩きアプリ 三田わくわくアプリ「こうみんすごろく」 ゼロカーボンチャレンジアプリWebアプリ版「さんだ親子防災ノート」
SANTA CITY まちあるきゲーム
「モイ！SANTA QUEST」
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• 2022年度に市民参加プラットフォーム「my groove さんだ」を開設（実証実験）

• 市民等が、オンライン上で時間や場所の制限を受けず「できる時に、できる方法で」様々な取り組みに参加することや、活動
している人をオンライン上で応援することのできる仕組みを実証（現在、実施中のプロジェクトなし）

• 連携先（Groove Designs）

時間や場所の制約を受けずに参加できる仕組みづくり（「my groove さんだ」実証実験）

市民参加プラットフォームの活用イメージ
市民参加プラットフォームのサイト画面

Access
過去のプロジェクトとして公開中
現在進行中のプロジェクトはなし
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• 地域で行われているイベントや催し、地域の魅力・情報などを知ることができる地域情報共有アプリ「ためまっぷさんだ」

• 2022年10月より運用開始（市役所のみ投稿）

• 2023年度から「みんなで利用できるプラットフォーム」にするため投稿できる組織や団体を順次拡大中

• 活用アイデア募集中

• 連携先（ためま）

地域で何が行われているか知るための仕組みづくり（ためまっぷさんだ）

●市内のイベントや催しを電子掲示板で探そう！

●地域の魅力・情報を地図で調べよう！

□ 掲示板で探す □ 地図で探す □ 魅力・情報✓ ✓ ✓

電子掲示板で時系列
に情報を見れる

地図上で近くの情報
を見れる（スマホの
位置情報を利用）

子育てマップで子育
てに役立つ情報を見
れる（他にも順次
マップ拡大予定）
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• 公共データの公開によりデータの流通や活用を推進

• 誰もがデータを収集しやすくするためオープンデータカタログサイトを構築（267自治体が利用するBODIK ODCSを活用）

• さらなるデータの公開や、活用しやすいフォーマットでのデータ公開が課題

オープンデータの推進（カタログサイトの構築）

オープンデータカタログサイト

https://odcs.bodik.jp/282197/

Access ➡

三田市オープンデータカタログサイト



13

• 「デジタル時代に相応しい市役所になる」を掲げて、デジタル技術を使いながら、市役所のスマート化に取り組み中

• キーワードは「窓口サービス向上」「業務効率向上」「マイナンバーカード」

電子行政の推進（市役所のスマート化）

これまでの取り組み

現在の取り組み

音声認識AI

議事録作成
コミュニケーション

キャッシュレス

税金・窓口

オンライン手続き

WEB予約
証明書請求

業務デジタル化

文書管理・電子決裁
ビッグデータ活用

業務デジタル化

ChatGPT
ガバメントクラウド
システム標準化

情報発信

LINE公式アカウント
Instagram
母子手帳アプリ

業務・地域
デジタル化

介護審査会ペーパレス
電子契約

業務・地域
デジタル化

議会ペーパレス

デジタル時代の図書館へ（2024年1月予定）

・人口減少とコロナ禍で来館者・利用者が減少
・「知と憩いの拠点」として発展させるために来館者・利用者の
増加を目指す ➡ マイナンバーカードをキッカケに利用者増へ
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• 三田市の取り組みを「さんだ里山スマートシティポータルサイト」で市内外に情報発信

• 今後も掲載コンテンツを順次拡大

さんだ里山スマートシティポータルサイト

～さんだ里山スマートシティポータルサイト～

https://www.city.sanda.lg.jp/shisei_joho/1/index.html

～新着情報で直近の更新をお知らせ～

Access ➡
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• スマートシティとは「市民一人ひとりが幸せを実感しながら住み続けられるまち三田」を目指すまちづくり

• 人を幸せにするために、デジタルを「どのように使いたいか」「使わないでいたいか」を考える・議論する

最後に

共 に創 ろ う

三田のスマートシティ

市民

企業等 行政

自分たちの住みたいまち
をつくろうとする

市民のボトムアップな活動

コストを削減しつつ
公共サービスの質を確保する
政策を実行しようとする
行政のトップダウン

持続可能な経済成長
を目指す民間企業等

参考：安岡 美佳,ユリアン 森江 原 ニールセン「北欧のスマートシティ テ
クノロジーを活用したウェルビーイングな都市づくり」, 株式会社学芸出
版社,2022年12月,17ページ

引用元：さんだ里山スマートシティ構想


